
Ｔ
Ｖ
で
活
躍
し
て
い
る

「
し
ょ
こ
た
ん
」
の
先
祖

が
北
海
道
と
千
歳
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
の
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー

を
観
て
初
め
て
知
っ
た
。

更
に
、
こ
の
事
実
を
子
孫

が
知
ら
な
か
っ
た
事
に
も
驚

い
た
。

彼
女
の
５
代
前
・
平
野
弥

十
郎
は
、
土
木
請
負
人
で
あ

り
幕
末
に
品
川
お
台
場
砲
台

の
埋
立
建
設
工
事
を
行
っ
た

人
物
で
あ
る
。

明
治
維
新
後
は
開
拓
の
中

心
と
な
る
札
幌
の
建
設
が
急

が
れ
、
特
に
本
州
か
ら
の
交

通
の
便
を
図
る
必
要
が
あ
っ

た
。弥

十
郎
は
「
一
身
の
利
害

を
顧
み
ず
国
土
の
開

発
に
一
身
を
捧
げ
る

の
は
男
子
の
本
懐
で

あ
る
」
と
喜
ん
で
開

拓
使
に
加
わ
り
、
札

幌
本
道
の
工
事
を
完

遂
、
北
海
道
発
展
の

一
役
を
担
っ
た
凄
い

人
で
あ
っ
た
。

工
事
は
明
治
５
年

３
月
に
始
ま
り
、
函

館
～
森
、
森
か
ら
は

海
上
ル
ー
ト
で
室
蘭

に
渡
り
、
千
歳
を
経

由
し
豊
平
橋
ま
で
の
区
間
で

冬
季
の
工
事
は
雪
で
阻
ま
れ

な
が
ら
も
明
治
６
年
６
月
に

完
成
し
た
。

此
れ
が
日
本
初
の
本
格
的

西
洋
式
馬
車
道
で
、
幅
員
約

７
ｍ
～
13
ｍ
、
砂
利
で
舗

装
さ
れ
て
い
た
。

本
ル
ー
ト
は
、
明
治
以

前
よ
り
太
平
洋
か
ら
ウ
ト
ナ

イ
湖
、
美
々
川
を
遡
っ
て

分
水
嶺
を
越
え
、
千
歳
川
か

ら
石
狩
川
を
経
て
日
本
海
へ

と

至

る

ル

ー

ト

、

通

称

「
シ
コ
ツ(

死
骨)

越
え
」

が
あ
り(

現
在
の
千
歳
神
社

の
場
所
に
は
志
古
津
弁
天
小

社
が
あ
っ
た)

つ
ま
り
水
路
に
よ
る
物
資

等
の
運
搬
が
可
能
で
あ
っ
た

か
ら
だ
と
推
測
で
き
、
北
海

道
の
名
付
け
親
で
あ
る
松
浦

武
四
郎
も
、
此
の
ル
ー
ト

を
辿
っ
て
北
海
道
を
探
査
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
を

寄
せ
た
。

札
幌
農
学
校
の
ク
ラ
ー
ク

博
士
は
任
期
を
終
え
帰
国
の

際
は
札
幌
本
道
を
通
り
、
島

松
駅
逓
で
見
送
り
に
来
た
教

え
子
た
ち
に
有
名
な

"
B
o
y'

s
be

a
m
bitiou

s
lik

e
this

ol

d
m
a
n
"

の
言
葉
を
残
し
て

別
れ
を
告
げ
た
。

ま
た
、
ク
ラ
ー
ク
博
士

は
、
北
海
道
で
は
ま
だ
馬
車

が
普
及
し
て
お
ら
ず
、
札
幌

へ
の
輸
送
は
小
樽
か
ら
の
水

運
が
主
流
で
あ
り
札
幌
本
道

は
十
分
に
利
用
さ
れ
て
な
い

こ
と
か
ら
「
今
後
の
更
な
る

開
発
に
は
小
樽
～
札
幌
の
人

道
を
改
修
し
鉄
道
が
必
要
」

と
開
拓
使
へ
提
言
し
て
い
た
。

教
え
子
に
は
新
渡
戸
稲
造
、

内
村
鑑
三
な
ど
著
名
人
が
数

多
く
お
り
、
そ
の
一
人
が
平

野
弥
十
郎
の
四
男
「
し
ょ

こ
た
ん
」
の
高
祖
・
伊
藤
一

隆
で
あ
る
。

伊
藤
一
隆
は
明
治
13
年
に

札
幌
農
学
校(

現
在
の
北
海

道
大
学)

第
１
期
生
と
し
て

卒
業
し
開
拓
使
に
採
用
。

明
治
19
年
北
海
道
庁
が
発

足
し
て
か
ら
は
初
代
水
産
課

長
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
８
月

か
ら
翌
年
10
月
ま
で
訪
米
、

サ
ケ
マ
ス
の
孵
化
法
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

明
治
21
年
に
サ
ケ
マ
ス
孵

化
場
を
千
歳
に
設
置
す
る
際

ア
メ
リ
カ
か
ら
持
帰
っ
た
詳

細
な
設
計
図
を
元
に
千
歳
川

の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
を
作

成
し
、
孵
化
事
業
を
始
め
と

す
る
北
海
道
水
産
業
の
礎
を

築
い
た
。

其
の
伊
藤
一
隆
の
功
績
を

称
え
『
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千

歳
水
族
館
』
に
写
真
が
掲
示

さ
れ
て
い
る
。

今
で
は
、
千
歳
と
言
え
ば

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
と
飛
行

場

、

支

笏

湖

、

そ

し

て

『
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳
水

族
館
』
で
あ
る
。

明
治
40
年
に
は
森
～
長
万

部
～
倶
知
安
～
小
樽
～
札

幌
の
ル
ー
ト
が
完
成
し
、

新
・
札
幌
本
道(

現
国
道
５

号)

と
な
っ
た
。

「
し
ょ
こ
た
ん
」
の
先

祖
は
、
千
歳
を
中
心
に
考
え

れ
ば
、
札
幌
や
函
館
か
ら
の

ル
ー
ト
を
切
り
開
き
、
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
に
関
わ
る

孵
化
事
業
化
は
千
歳
市
の
み

な
ら
ず
、
北
海
道
の
大
恩
人

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

と
思
う
。

-

こ
れ
か
ら
は
ひ
そ
か
に
彼

女
を
応
援
し
て
い
き
た
い-

【
参
考
・
国
道
の
変
遷
】

▽
明
治
６
年
11
月
太
政
官
布

告
に
よ
り
札
幌
本
道
と
命
名

▽
明
治
18
札
幌
本
道
が
国
道

42
号
に
指
定

▽
明
治
40
森
～
長
万
部
～

倶
知
安
～
小
樽
～
札
幌
の

道
路
が
完
成

▽
大
正
９
国
道
42
号
が
国
道

４
号
に
改
称

▽
昭
和
28
国
道
４
号
が
国
道

５
号
に
改
称

千
歳
～
札
幌
ま
で
が
北
海
道

初
と
な
る
全
面
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
道
路(

弾
丸
道
路)

が
完

成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
室
蘭

～
札
幌
は
国
道
36
号
に
改
称

【
弾
丸
道
路
の
由
来
】

幅
員7

.
5

ｍ
、
最
高
速
度

75
㎞
と
い
う
当
時
と
し
て
は

高
規
格
道
路
だ
っ
た
が
、

35
㎞
も
の
延
長
を
13
ヵ
月
の

弾
丸
の
よ
う
な
突
貫
工
事
で

完
成
し
た
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
、
米
軍
真
駒
内
キ
ャ

ン
プ
～
米
軍
千
歳
基
地
を
弾

丸
輸
送
の
軍
用
道
路
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
為
、

弾
丸
道
路
と
の
説
も
あ
る
。

最
後
に
「
し
ょ
こ
た
ん
」

の
飼
っ
て
い
た
ス
ッ
ポ
ン

他
10
匹
の
カ
メ
が
寄
贈
さ
れ
、

『
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳
水

族
館
』
に
「
中
川
水
族
館
」

コ
ー
ナ
ー
で
飼
わ
れ
て
い

る
。

千 鷲 会 だ よ り （３１号） （２） ２０２０年(令和２年)５月２５日
-

１
面
よ
り
続
く-

か
に
関
係
な
く
直
感
的
に
信

じ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
流
し
そ
れ
が

拡
散
し
て
情
報
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
引
き
起
こ
し
て
い
き
ま

す
。Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
は
批
判
が
多
い

一
方
、
世
界
中
の
大
多
数
の

人
に
利
用
さ
れ
個
人
間
の
情

報
の
や
り
と
り
だ
け
で
な
く
、

経
済
活
動
や
専
門
家
の
調
査

に
も
役
立
っ
て
い
る
。

ま
た
、
井
戸
端
会
議
の
要

素
も
あ
り
負
の
側
面
の
「
う

わ
さ
話
」
が
情
報
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
つ
な
が
る
と
書
か
れ
て

ま
し
た
。

我
々
の
不
安
こ
そ
が
「
見

え
な
い
敵
」
だ
か
ら
こ
そ
鵜

呑
み
に
し
な
い
で
正
し
い
情

報
を
得
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
強
く
感
じ
た
。

-

編
集
部
記-

千
鷲
会
の
会
員
数

（
５
月
25
日
現
在
）

正

会

員

５
７
２
名

賛
助
会
員

団
体

20
社

個
人

18
名

物
故
会
員

２
月
宮
崎

多
香
春(

若
草)

２
月
佐
竹

敏
男

(

桜
木)

４
月
富
田

康
廣(

自
由
ヶ
丘)

５
月
鈴
木

喜
久
治(

住
吉)

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

各

紹

介

新
入
会

３
月
山
崎

富
士
男(

基
群
本)

４
月
狩
集

貴
尚(

幹
部
学
校)

タ
レ
ン
ト
中
川
翔
子(

し
ょ
こ
た
ん)

の
祖
先
は

北
海
道
と
千
歳
の
大
恩
人

千
鷲
会
広
報
部
長

渥
美

伸
悦

伊藤一隆

平野弥十郎

【
編
集
後
記
】

今
年
の
桜
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
少
し
寂
し
く
感
じ
ま
し

た
。我

家
で
は
騒
が
れ
て
い
た

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
マ

ス
ク
も
枯
渇
す
る
こ
と
な
く

乗
り
き
れ
そ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
は
も
う
少
し
続
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
人

ひ
と
り
が
「
感
染
し
な
い
・

感
染
さ
せ
な
い
」
を
実
践
す

れ
ば
必
ず
終
息
し
ま
す
。

来
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

開
催
さ
れ
日
本
が
大
き
く
羽

ば
た
く
年
で
も
あ
り
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
！

ど
う
か
お
元
気
で
お
過
ご
し

下
さ
い
。


